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文化の時間を告げる灯



はじめに

は
じ
め
に

随
筆
家
白
洲
正
子（
１
９
１
０
～
１
９
９
８
）は
近
江
を
深

く
愛
し
、
紀
行
文
を
中
心
と
す
る
作
品
の
多
く
に
、
近
江
を

と
り
あ
げ
た
。
な
ぜ
、
彼
女
は
近
江
に
魅
せ
ら
れ
た
の
か
？  

も
は
や
そ
れ
は
作
品
か
ら
読
み
解
く
し
か
術
は
な
い
が
、
お

そ
ら
く
琵
琶
湖
を
中
心
と
し
た
近
江
の
自
然
に
宿
る
“
気

配
”
が
彼
女
を
惹
き
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い

る
。
自
然
の
気
配
と
は
、“
自
然
に
宿
る
カ
ミ
”
と
言
い
換
え

た
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
自
然
信
仰
と
い
っ
て
も

良
い
彼
女
の
感
性
は
、
近
江
の
観
音
霊
場
も
含
ま
れ
る
西
国

巡
礼
に
よ
り
開
花
し
た
と
自
ら
語
っ
て
い
る
。

白
洲
正
子
が
、
こ
の
自
然
信
仰
に
目
覚
め
た
の
は
、

１
９
６
０
年
代
前
半
、
日
本
中
が
東
京
五
輪
の
開
催
に
沸
き

た
ち
、
文
明
の
力
が
、
日
本
人
が
失
っ
て
は
な
ら
な
い
文
化

す
ら
押
し
潰
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彼
女

は
作
品
を
通
し
て
、
自
然
と
い
う
日
本
の
古
い
カ
ミ
と
人
と

の
深
い
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
を
見
つ
め
直
し
、
こ
の

文
化
を
失
う
こ
と
に
対
す
る
痛
烈
な
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
人
は
、
日
本
は
成
長
と
挫
折
を
経
験
す
る

と
同
時
に
、
自
然
の
猛
威
に
も
さ
ら
さ
れ
、
文
明
の
放
つ
力

の
危
う
さ
に
気
付
い
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
再
び
過
去

と
同
じ
喧
騒
が
日
本
を
包
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
白
洲
正
子
の
作
品
は
当
時
以
上
に
大
き
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
日
本
に
問
い
か
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
し
て
、

現
代
に
不
安
を
懐
き
、
人
と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
求
め

る
多
く
の
人
た
ち
が
、
彼
女
の
作
品
に
反
応
し
、
そ
の
舞
台

と
な
っ
た
近
江
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。
幸
い
、
近
江
の
地
に

は
、
彼
女
が
旅
し
た
時
と
変
わ
ら
な
い
文
化
の
時
間
が
流
れ

て
い
る
。

本
書
は
、
白
洲
正
子
の
作
品
と
、
近
江
の
自
然
や
風
土
か

ら
“
安
ら
ぎ
”
と
“
気
づ
き
”
を
求
め
よ
う
と
す
る
方
々
と
の

橋
渡
し
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
彼
女
の
作
品
に
関
連
す
る

場
所
を
取
り
上
げ
、
筆
者
の
感
性
を
交
え
、
こ
こ
に
継
承
さ

れ
た
文
化
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
。

1
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『
白
洲
正
子
と
歩
く
琵
琶
湖
《
江
南
編
・
カ
ミ
と
仏
が
融
け

あ
う
処
》』
で
は
、
白
洲
正
子
の
足
跡
と
そ
の
作
品
を
通
し

て
、
近
江
の
文
化
の
基
調
が
、
自
然
の
中
に
宿
る
「
カ
ミ
」

と
、
仏
教
の
神
で
あ
る
「
仏
」
と
の
融
合
に
よ
り
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
作
業
の
中
で
、

比
叡
山
を
始
め
と
す
る
近
江
の
山
々
が
「
カ
ミ
と
仏
の
融
け

あ
う
舞
台
」
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
た
。
こ
の
《
江
北
編
》
で
は
、
白
洲
正
子
の
作

品
に
登
場
す
る
近
江
の
「
山
々
」、
そ
し
て
、
山
と
山
に
拠

る
人
が
紡
ぎ
上
げ
た
様
々
な
文
化
を
取
り
上
げ
る
。

白
洲
正
子
と
山

白
洲
正
子
は
、
山
と
、
山
に
籠
も
る
山
岳
信
仰
と
の
関
係

を
山
岳
信
仰
に
つ
い
て
、
私
は
殆
ど
無
知
に
ひ
と
し
い
が
、

山
に
籠
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
み
の
苦
し
み
を
味
わ
う
こ
と

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
生
れ
る
苦
し
み
と

い
っ
て
も
い
い
。
も
と
も
と
色
々
な
も
の
を
生
む
山
に
は
、

母
性
神
の
性
格
が
あ
り
、
そ
の
中
に
入
っ
て
、
長
い
間
籠
る

▲命の生まれるところ

8
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琵
琶
湖
の
西
岸
、
比
叡
山
系
に
連
な
る
よ
う
に
聳
え
る
山

並
み
が
、
比
良
山
系
で
あ
る
。
堅
田
の
あ
た
り
で
比
叡
山
が

終
り
、
そ
の
裾
に
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
比
良
山
が
姿
を
現

わ
す
と
、
景
色
は
一
変
す
る
。
比
叡
山
を
陽
の
山
と
す
れ

ば
、
こ
れ
は
陰
の
山
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う 〔
近
江
山
河
抄
：

比
良
の
暮
雪
〕。
こ
こ
で
、
白
洲
正
子
が
、「
陰
の
山
」
と
表
現

し
た
の
は
、
比
良
が
「
黄よ

も
つ泉
比ひ

良ら

坂さ
か

」、
す
な
わ
ち
、
死
者

の
世
界
に
通
じ
る
山
、
と
感
じ
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
琵
琶

湖
に
面
し
た
比
良
山
系
は
、
近
江
八
景
「
比
良
の
暮
雪
」
に

象
徴
さ
れ
る
美
し
い
山
並
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
比
良
山
系

の
裏
に
ま
わ
る
と
景
観
は
一
変
す
る
。
安
曇
川
が
刻
ん
だ
峡

谷
が
延
び
、
そ
の
段
丘
に
張
り
付
く
よ
う
に
小
さ
な
集
落

が
点
在
す
る
。
こ
の
峡
谷
を
支
配
し
て
い
た
の
が
「
シ
コ
ブ

チ
」
と
い
う
、
不
思
議
な
名
前
を
持
つ
神
で
あ
っ
た
。《
江
南

編
：
第
二
章
・
葛
川
明
王
院
と
回
峰
行
》
の
項
で
紹
介
し
た

よ
う
に
、
シ
コ
ブ
チ
神
は
、
回
峰
行
の
祖
で
あ
る
比
叡
山
の

相
応
に
比
良
の
山
並
み
を
明
け
渡
す
。
そ
し
て
、
相
応
は
比

良
山
中
に
懸
か
る
三
の
瀧
で
の
行
に
よ
り
、
不
動
明
王
と
い

▲琵琶湖と比良山系　琵琶湖を挟んだ対岸から望む比良山系。琵琶湖に接してそそり立つ、屏風のような山並
みである。
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第一章　「比良」―琵琶湖を生み、そして見つめる山並み

う
自
然
を
象
徴
す
る
神
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
死
者
の
世
界

と
、
生
ま
れ
変
わ
る
世
界
は
、
表
裏
一
体
を
な
す
。
相
応
和

尚
の
後
継
者
た
ち
が
、
比
良
山
へ
籠
る
の
は
、
平
安
時
代
以

来
、
い
や
神
代
以
来
、
そ
こ
に
伝
わ
っ
て
来
た
起
死
回
生
の

思
想
に
よ
る
。…
…
比
良
山
に
つ
い
て
、
私
は
陰
気
な
こ
と

▲比良山系雲一筋　比良山系は曇っていることが多い。白洲正子が言
う「陰」の山のイメージに近づきつつある情景。

▲竹生島を望む　比良山系は琵琶湖を見つめる。その視線の先には琵
琶湖の護神である竹生島も見える。比良から生まれた水、そして命が
琵琶湖に集っていることを実感する。

ば
か
り
記
し
た
が
、
大
切
な
こ
と

は
、
こ
の
山
が
、
新
し
い
生
命
の
泉

で
あ
る
こ
と
だ
〔
近
江
山
河
抄
：
比
良

の
暮
雪
〕。

比
良
の
名
前
を
冠
す
る
神
が
「
比

良
明
神
」
で
あ
る
。
こ
の
神
は
、《
江

南
編
：
第
二
章
・
比
叡
山
と
最
澄
・

石
山
寺
》
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
近

江
の
地
主
神
と
し
て
登
場
し
、
仏
教

の
神
に
近
江
の
地
を
明
け
渡
す
役
割

を
演
じ
る
。
こ
れ
は
、
近
江
の
神

と
、
仏
教
の
神
と
の
葛
藤
と
、
融
合

を
示
す
と
同
時
に
、「
比
良
の
山
並

み
が
近
江
と
い
う
国
を
生
み
出
す
聖
地
」
と
し
て
、
意
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
章
で
は
、
比
良
の
山
々
に
宿
る
古
き
神
の
姿
を
通
し

て
、
命
を
生
み
出
し
、
そ
し
て
暮
ら
し
を
支
え
る
山
の
魅
力

と
力
を
紹
介
し
た
い
。
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近
江
は
、
琵
琶
湖
を
中
心
に
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
国
で

あ
る
。
一
章
で
触
れ
た
、
西
に
聳
え
る
比
良
の
山
並
は
琵
琶

湖
の
水
源
で
あ
り
同
時
に
、
こ
こ
か
ら
先
は
丹
波
高
原
で
、

人
も
通
ら
ぬ
別
世
界
で
あ
っ
た
〔
近
江
山
河
抄
：
比
良
の
暮
雪
〕 

と
語
ら
れ
る
、
は
る
か
に
連
な
る
異
界
と
の
間
に
そ
そ
り
立

つ
境
界
の
イ
メ
ー
ジ
。
三
章
、
四
章
で
触
れ
る
北
の
山
並
み

は
、
観
念
的
な
琵
琶
湖
の
水
源
、
あ
る
い
は
琵
琶
湖
の
護
り

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
。
そ
し
て
、
こ
の
章
で
紹
介
す
る
鈴
鹿

の
山
並
み
は
、
人
・
物
・
文
化
を
結
ぶ
、
交
わ
り
の
山
並
み

と
表
現
し
て
も
よ
い
。
鈴
鹿
連
峰
は
、
近
江
の
南
端
か
ら
伊

吹
に
至
る
八
十
数
キ
ロ
の
間
を
、
屏
風
の
よ
う
に
取
巻
い
て

い
る
長
大
な
山
脈
で
あ
る
。
南
は
伊
勢
・
伊
賀
、
北
は
美
濃

に
接
し
て
い
る
の
で
、
険
し
い
わ
り
に
峠
道
は
縦
横
に
通

じ
、
伏
木
貞
三
氏
の
『
近
江
の
峠
』（
白
川
書
院
）に
よ
る
と
、

三
十
に
余
る
古
道
が
通
っ
て
い
る
〔
近
江
山
河
抄
：
鈴
鹿
の
流

れ
星
〕。

近
江
の
湖
東（
琵
琶
湖
の
東
岸
）地
域
は
、
鈴
鹿
の
山
並
み

を
介
し
て
伊
勢
と
の
つ
な
が
り
の
強
い
地
域
で
あ
っ
た
。
古

▲鈴鹿山脈　湖上から見た鈴鹿山脈。主峰の霊仙山を始めとする山々が琵琶湖に沿うように南北に連なる。鈴鹿
の山から流れ出た水が、この琵琶湖に集うことを実感させる景色。そして、彼の山並みの向こうは、伊勢の国。
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第二章　「鈴鹿の山」―賑わいを生む山並み

く
倭
や
ま
と

媛ひ
め

は
、
近
江
を
通
り
、
鈴
鹿
を
越
え
伊
勢
に
至
り
、
こ

こ
に
祖
神
を
祀
り
、
こ
の
神
に
仕
え
る
斎
王
も
ま
た
、
近
江

か
ら
鈴
鹿
を
越
え
斎
宮
に
赴
い
た
。
壬
申
の
乱
で
は
、
鈴
鹿

の
山
並
み
を
挟
み
、
大
海
皇
子
軍
と
近
江
朝
廷
軍
が
様
々
な

駆
け
引
き
を
行
い
、
結
果
、
鈴
鹿
の
北
端
を
突
破
し
、
近
江

に
侵
入
し
た
大
海
皇
子
軍
に
よ
り
、
近
江
大
津
宮
は
滅
び

去
っ
た
。
関
ケ
原
の
合
戦
も
ま
た
、
近
江
に
中
心
を
置
く
勢

力
と
、
東
国
の
勢
力
と
が
鈴
鹿
の
麓
で
激
突
し
た
。
近
江
は

近
江
商
人
を
輩
出
し
た
国
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
八
日

市
を
中
心
に
活
躍
し
た
保ほ

内な
い

商し
ょ
う

人に
ん

と
呼
ば
れ
る
一
群
は
、

近
江
の
産
物
と
伊
勢
の
産
物
を
鈴
鹿
を
越
え
て
交
換
す
る
こ

と
に
よ
り
財
を
な
し
た
。
筆
者
と
さ
ほ
ど
歳
の
違
わ
な
い
方

が
、
琵
琶
湖
の
魚
料
理
が
話
題
と
な
っ
た
際
に
「
わ
し
ら
、

伊
勢
も
ん
よ
り
湖う

み

の
魚
の
ほ
う
が
好
き
や
」
と
普
通
に
話
し

て
い
た
。「
伊
勢
も
ん
」
と
は
海
の
魚
を
指
す
。
感
覚
的
に
は

海
は
日
本
海
の
ほ
う
が
近
い
が
、
ご
く
近
年
ま
で
、
近
江
、

特
に
湖
東
の
人
に
と
っ
て
海
と
は
伊
勢
の
海
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

し
か
し
、
現
在
は

ど
う
だ
ろ
う
。
伊
勢

は
近
江
の
隣
に
あ

り
、
地
理
的
に
は
近

い
国
な
の
だ
が
、
と

て
も
遠
い
国
の
よ
う

な
気
が
す
る
。
江
北

か
ら
お
伊
勢
参
り
を

志
す
と
す
る
と
、
公

▲八風街道　東近江市杠葉尾（ゆずりお）の道標　
東近江市八日市と伊勢を結ぶ八風街道は、道は険
しいが、距離が短かったことから盛んに利用され
た。近江最後の集落が杠葉尾である。集落の外れ
には伊勢との関係の強さを感じさせる道標が残る。

▲八風街道　京の水　八風街道の峠にさしかかろうと
する山裾から、清冽な水が湧き出ている。ここは、東
国から京を目指す旅人にとっては、最大の難関を突破
し、一息入れる場所でもある。「さあ、もう少しで琵琶
湖が見える。喉を潤し、歩きだそう」。
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汽
車
が
滋
賀
県
に
近
づ
く
と
、
一
番
先
に
現
わ
れ
る
の
が

こ
の
山
で
、
あ
る
時
は
き
び
し
く
、
あ
る
時
は
穏
や
か
に
、

周
囲
を
圧
し
て
そ
び
え
立
つ
姿
は
、
正
に
神
山
の
風
格
を
そ

な
え
て
い
る
〔
近
江
山
河
抄
：
伊
吹
の
荒
ぶ
る
神
〕。

伊
吹
山
は
標
高
１
３
７
７
m
で
、
滋
賀
県
の
最
高
峰
で
あ

る
。
古
代
に
お
い
て
は
比
叡
山
・
比
良
山
と
共
に
「
日
本
七

高
山
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
現
代
で
は
日
本
百
名
山
の
一

峰
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

伊
吹
山
は
、
東
国
と
西
国
の
接
点
に
聳
え
て
い
る
。
岐
阜

を
過
ぎ
て
ほ
ど
な
く
汽
車
は
山
の
中
に
入
る
。
や
が
て
関
ヶ

原
の
あ
た
り
で
、
右
手
の
方
に
伊
吹
山
が
姿
を
現
わ
す
と
、

私
の
胸
は
お
ど
っ
た
。
関
西
へ
来
た
、
と
い
う
実
感
が
わ
い

た
か
ら
で
あ
る
〔
近
江
山
河
抄
：
近
江
路
〕。
山
頂
か
ら
の
眺
望

は
抜
群
で
、
東
は
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
を
視
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
足
下
に
、
伊
吹
山
と
鈴
鹿
山
脈
を
隔
て
る
狭
い

谷
を
、
新
幹
線
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
、
名
神
高
速
道
路
、
国
道

21
号
線
が
走
っ
て
い
る
の
も
見
え
る
。
東
西
の
勢
力
が
激
突

し
た
壬
申
の
乱
、
姉
川
合
戦
、
関
ヶ
原
合
戦
の
古
戦
場
も
伊

▲湖上からの伊吹山　琵琶湖の北東に聳える伊吹山は、琵琶湖の鬼門を護る山であり、琵琶湖の水源をなす山
でもある。その姿は、琵琶湖の一円から仰ぐことができる。冬晴れの日、白く輝くその姿は神々しく、正にカ
ミの坐す山であることが実感される。
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第三章　「伊吹山」―荒ぶる、しかし優しき神の坐す山

吹
の
山
麓
で
あ
っ
た
。
西
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
琵
琶
湖
が
広

が
り
、
そ
の
向
こ
う
に
比
叡
の
秀
峰
も
望
め
る
。
比
叡
の
裏

は
京
都
。
ま
さ
に
伊
吹
山
が
東
西
の
狭
間
に
た
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
さ
せ
る
景
観
で
あ
る
。

伊
吹
山
は
、
標
高
的
に
は
「
低
山
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、

本
州
の
最
も
狭
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
回
り
を
中
部
山
脈
を

▲伊吹山から琵琶湖を俯瞰　伊吹山は、御来光を仰ぐための夜間登
山が盛んであった。夜、山頂から望むと、月光を浴びて琵琶湖と、
近江の街並みが浮かび上がった。沖島の向こうに比叡山の灯火が見
える。伊吹が生み出す水世界を比叡の山が見つめる。

▲伊吹山から麓を見おろす　伊吹山と横山丘陵との間を、北陸と東
海を結ぶ「北国脇往還」が通っている。元亀元年（1570）6 月、岐阜
の織田信長は、江北の浅井長政と戦うため、ここを通り、画像右端
で姉川合戦が勃発した。

始
め
と
す
る
山
地
が
囲
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
夏
は
伊
勢

湾
か
ら
の
、
冬
は
日
本
海
か

ら
の
季
節
風
の
通
り
道
と
な

り
、
山
頂
は
一
年
を
通
じ
て

霧
に
閉
ざ
さ
れ
、
一
日
を
通

し
て
麓
か
ら
山
頂
を
望
め
る

日
は
、
一
年
に
60
日
ほ
ど
し

か
な
い
。
と
り
わ
け
冬
の
気

候
は
厳
し
く
、
最
深
積
雪

（
1
年
に
降
っ
て
消
え
る
積

雪
）11
・
８
m
、
日
最
大
降

雪（
1
日
に
積
も
っ
た
雪
の
量
）２
・
３
m
と
い
う
、
何
れ
も

世
界
山
岳
観
測
史
上
、
最
高
の
積
雪
を
記
録
し
て
い
る
。

伊
吹
山
は
、
地
質
的
に
は
ほ
ぼ
全
山
が
、
約
3
億
年
前
の

サ
ン
ゴ
に
由
来
す
る
石
灰
岩
で
構
成
さ
れ
、
天
然
の
窪
地
で

あ
る
ド
リ
ー
ネ
、
石
灰
岩
が
柱
状
に
林
立
す
る
カ
レ
ン
フ
ェ

ル
ト
地
形
や
、
巨
巌
の
露
頭
が
い
た
る
所
に
見
ら
れ
る
他
、
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第
四
章　
「
己
高
山
」
―
十
一
面
観
音
の
護
る
山

　「己
高
山
」 ―

 

十
一
面
観
音
が
護
る
山

第
四
章



一　

己こ
だ
か
み
や
ま

高
山
と
鶏け
い

足そ
く

寺じ

己
高
山
は
、
伊
吹
山
と
共
に
琵
琶
湖（
近
江
）の
鬼
門
、
言

い
換
え
る
な
ら
ば
、
水
の
生
ま
れ
る
山
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

き
た
。
伊
吹
山
か
ら
は
姉
川
が
生
ま
れ
、
己
高
山
の
足
下
か

ら
は
、
湖
北
を
広
く
涵
養
す
る
高
時
川
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
山
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
聖
地
と
し
て
意
識
さ

れ
、
山
上
の
鶏
足
寺
を
中
心
に
、
多
く
の
寺
院
群
が
建
立

さ
れ
た
。
己
高
山
を
巡
る
寺
院
群
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良

時
代
に
ま
で
遡
る
。
し
か
も
、
伝
え
ら
れ
た
仏
像
の
技
法

は
、
奈
良
の
官
営
工
房
の
作
に
近
く
、
当
時
と
し
て
は
、
先

進
的
な
素
材
と
技
術
に
よ
っ
て
生
れ
た
仏
像
が
多
く
伝
来

し
て
い
る
。
し
か
し
、
寺
の
歴
史
を
語
る
明
確
な
文
献
資

料
は
な
く
、
応
永
14
年（
１
４
０
７
）に
記
さ
れ
た
『
己
高
山

縁
起
』
が
最
も
古
い
。 

縁
起
で
は
、“
己
高
山
は
近
江
の
鬼
門

で
、「
古
仙
練
行
之
秘
窟
」
で
あ
っ
た
。
行
基
菩
薩
が
伽
藍
を

草
創
し
、
泰
澄
和
尚
も
こ
の
聖
地
を
崇
め
た
が
、
荒
廃
し
て

し
ま
っ
た
。
後
に
伝
教
大
師
最
澄
が
こ
の
地
に
至
り
修
行
し

▲湖上から見た己高山　伊吹山を起点として、北に連なる山稜の一角に己高山がある。この山の元からは、前
章で紹介した伊吹山が生み出した姉川と同様、江北の田畑を潤す高時川の流れが生まれる。頂からは琵琶湖、
比叡山そして北には、白山の姿を遠望することができる。
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第四章　「己高山」―十一面観音が護る山

た
際
、
白
山
神
が
示
現
し
、
こ
の
霊
窟
を
再
興
す
る
よ
う
求

め
た
。
最
澄
は
こ
れ
に
応
え
、
霊
木
を
御み

布そ

木ぎ

と
し
て
本
尊

十
一
面
観
音
を
造
立
し
た
。
あ
わ
せ
て
己
高
山
に
関
連
す
る

石
道
寺
・
向
源
寺
の
十
一
面
観
音
も
刻
ん
だ
”。
ま
た
、
村
の

言
い
伝
え
で
は
“
昔
、
泰
澄
が
こ
の
山
に
至
り
、
十
一
面
観

音
を
刻
み
安
置
し
た
。
し
か
し
寺
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
後

に
最
澄
が
こ
の
地
で
修
行
を
始
め
た
。
あ
る
日
最
澄
は
、
山

中
に
霊
威
を
感
じ
、
雪
の
上
に
つ
い
た
鶏
の
足
跡
に
導
か
れ

る
よ
う
に
登
る
と
、
地
が
光
り
輝
い
て
い
た
。
怪
し
ん
だ
最

澄
が
そ
の
光
の
元
を
掘
る
と
、
泰
澄
が
刻
ん
だ
十
一
面
観
音

の
頭
が
出
現
し
た
。
最
澄
は
感
動
し
、
自
ら
そ
の
体
を
刻
み

出
現
し
た
頭
部
と
合
わ
せ
て
本
尊
と
し
、
寺
を
再
興
し
た
。

鶏
の
足
跡
に
導
か
れ
て
十
一
面
観
音
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
寺
を
「
鶏
足
寺
」
と
い
う
”
と
、
さ
れ
て
い
る
。
己
高

山
は
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
た
神
山
で
、
渡〔

原
文
マ
マ
〕

岸
寺
と
同
じ
く
、

泰
澄
大
師
が
開
き
、
伝
教
大
師
が
再
興
し
た
と
伝
え
る
。
湖

北
の
古
い
寺
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
伝
承
を
持
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
近
江
に
浸
透
し
て
い
た
白
山
信
仰
が
、
叡
山

▲己高山　己高山は拝する方向によりその姿を変える。己高山が生み出す高時川の流域から遥拝する姿は、典
型的な神奈備型の山容を示す。人は、秀麗な山にカミを感じ、祈りを捧げ、山に宿るカミは祈りに感応して恵
みをもたらす。
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観
音
様
、
そ
し
て
山
の
神
々
が
生
み
出
し
、
見
つ
め
る

「
水
」
は
母
な
る
琵
琶
湖
に
集
う
。

『
白
洲
正
子
と
歩
く
琵
琶
湖
《
湖
水
編
》』
へ
と
旅
は
続
く
。

朝靄の琵琶湖と比良山
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